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『令和５年度の終了にあたって』
校長 小玉 智士

寒さの厳しい季節を乗り越え、暖かな春の訪れを感じる中、早いもので今年度も終わろうとしています。

３月１４日、第７６回卒業証書授与式が行われ、１２１名の生徒が巣立っていきました。今年度は、前日に
全校生徒による卒業式を行い、当日は卒業生と生徒会役員、来賓と保護者が一堂に会しての式となりました。
卒業証書を受け取る際の礼儀正しく立派な態度や素晴らしい合唱など、厳粛な中にも温かい感動的な式となり
ました。卒業生一人一人がこれからの自分の人生を力強く切り拓いていくことを願っています。
学校長式辞の中で次のようなお話をしました。

「艱難汝を玉にす」ということわざがあります。艱難とは「困難に出会い、苦しみ悩むこと」で、
かんなんなんじ たま

汝とは「あなた」のことです。つまり、「困難に出会って苦しむことで、あなたは立派な人に成長す
る」という意味です。難しい言い方なので中国のことわざかなとも思いましたが、西洋のことわざ
の翻訳だそうで、「逆境は人を賢くする」を意訳したものだそうです。
私たち人間の一生は短くありません。長い人生ですから、生きていれば、嬉しいことや楽しいこ

とがたくさんあります。でも、逆に悲しいことや苦しいこともあります。総合的に見てみて半分半
分だという話を聞いたこともあります。悲しみ・苦しみに出遭った時に、耐えたり、負けずに立ち
向かっていったり、乗り越えようと努力することが、とても大切なことなのです。そうした経験が、
次にピンチに立たされた時に、うろたえたり、変に迷ったり、ふてくされたりせずに、堂々とぶつ
かっていく自分を育ててくれるのです。そして、その悲しみや苦しみが大きければ大きいほど、そ
の人を強くしてくれます。逞しさとは、経験によって身についていくものなのです。人生において
順調な時には勢いがあり、輝きがあるものですが、なかなか思うようにいかなくて苦しい時、輝き
や自分らしさを失ってしまいそうな時も必ずやってきます。けれども、あなたがそれを乗り越えた
時、その経験があなたの人間としての味（魅力）になります。あなたの個性はこのようにしてでき
てくる面もあるのです。皆さんが、これから、苦しいなあ、辛いなあと思ったとき、「艱難汝を玉に
す」ということわざを思い出して、乗り越えれば今より素晴らしい自分になれると信じて、立ち向
かってください。
ただ、一つだけ付け加えておきます。心から苦しい時、辛い時、すごく困った時に、いつでも自

分一人で立ち向かえと言っているのではありません。世の中には、自分だけでは解決できないこと
も起こります。そういう時には、迷わず、ご両親やうちの人、先生や友達、先輩に相談してくださ
い。ですから、自分の周りに相談できる人、信頼できる人をつくっておくことです。それもまた、
皆さんにとって、とても大切なことです。
皆さんが、味わい深い、自分らしい輝きある人生を送ることを心から祈っております。

本日、令和５年度の修了式が行われ、１・２年生には通知表が担任から一人一人に手渡されました。この通
知表を見て、ご家庭でもお子さんが頑張ったこと、これから頑張ることなどを、是非、お話していただきたい
と思います。この１年間、本校の教育活動に対しまして、保護者の皆様、地域の皆様、教育関係者の皆様に多
くのご支援・ご協力を賜り、誠にありがとうございました。新年度もどうぞよろしくお願いいたします。

『第７６回卒業証書授与式』 １２１名の３年生が巣立っていきました(´；ω；`)

３月１４日（木）に「第７６回卒業証書授与式」が行われました。今年度は５年ぶり
に保護者の皆様の人数制限をせず、さらに１２名の御来賓の方々にもご臨席いただき、
厳粛かつ盛大に卒業生を送り出すことができました。コロナ禍により、学校生活に様々
な制限のあった学年ですが、家族や地域に温かく見守られ、健やかに成長し、最上級生
として立派な姿を随所で見せてくれました。
３年生の前途に『エール』を送るとともに、３年生を支えてくださった保護者の皆様、

地域の皆様に心より感謝申し上げます。

ご卒業おめでとうございます。



離任される先生方、お世話になりました。ありがとうございました！

先日、１２１名の３年生が野幌中学校を巣立っていきましたが、今 日 曜 行事予定 放課後
年度は５名の先生方が野幌中学校から離任されることになりました。

１ 月 年度始休業（～4/5）

２ 火

３ 水 職員会議

４ 木

５ 金 新１年クラス掲示 10時～
新２年クラス掲示 11時～

６ 土 着任式・始業式・入学式 ×

７ 日 週休日

８ 月 振替休業日（4/6の振替）

９ 火 ﾜｰｸ販売 １年知能検査 交通安全教室 会議日 (午前授業) ×

10 水 生徒会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 部活動体験① ○

11 木 標準学力検査 部活動体験② ○

12 金 学級写真撮影予備日 部活動体験③ ○

13 土 参観日 学校説明会 PTA総会 学年懇談 〇

14 日 週休日

15 月 部活動体験④ ○

16 火 石教研第１次研究協議会 (午前授業) ×

17 水 全国学力学習調査(質問紙) 認証式 全校委員会 職員会議 ×

18 木 全国学力学習調査(国・数) 部活動体験⑤ ○

19 金 身体測定 江教研第１次研究協議会 (午前授業) ×

20 土 週休日

21 日 週休日

22 月 二者懇談① （１･２年生午前授業～２６金） ○

23 火 二者懇談② ○

24 水 二者懇談③ ３年生修学旅行① ○

25 木 二者懇談④ ３年生修学旅行② ○

26 金 二者懇談⑤ ３年生修学旅行③ ○

27 土 週休日

※なお、１年生の数学のＴＴでお世話になった学習サポーターの岩田博明先生、 28 日 週休日
放課後学習でお世話になった学習サポーターの池田邦夫先生も、今年度で任
期満了となりました。 29 月 昭和の日
離任される先生方、新天地でのご活躍をお祈りしております。
本当にお世話になりました。ありがとうございました<(̲ ̲)> 30 火 ○

3月26日(火)から4月5日(金)まで、11日間の春休みとなります。1･2年生はそれぞれ中堅学年、最高学年に進級します。休み中は学
習にも部活動にも大いに励んで下さい。4月6日(土)、元気に会えることを楽しみにしています。事故のない春休みをお過ごし下さい。

原 克昌 先生 恵庭市へ
畑が広がり、木々に囲まれた中で静かにたたずむ校舎、

教職員の温かいまなざし、素直で明るい生徒たちが見せ
てくれる輝き…。みなさんと共に過ごした日々はかけが

えのないものでした。今の輝きを大切にし、たくさんの夢や希望を
かなえてほしいと願っています。ありがとうございました。

五十嵐 靖 先生 恵庭市へ
野幌中学校に６年間勤務させていただきました。その

間、地域の皆様、保護者の皆様に支えられ、事あるごと
に温かいお言葉をかけていただきまして本当にありがと

うございました。生徒の皆さんとは、代表、保体委員会や野球、卓
球部で関わることが多く、委員会、部活動と皆さんが自分の仕事に
一生懸命取り組む姿勢に感心しました。新２・３年生の皆さん、中
学校生活は限られています。こうしたい！やろう！という強い意思
を持ち、自分から積極的に挑戦してみてください。応援しています。

藤井ひとみ 先生 恵庭市へ
この度、恵庭市に異動が決まりました。この６年間は

支援学級に５年、最後の１年間は１年生の社会科と生徒
会を担当させていただきました。小中連携では、小学６

年生と体験授業で交流するなど、コロナ禍で制約の多い６年間でし
たが、多くの方と出会い、そして多大なご協力をいただいたことに
感謝しています。
野幌中学校のみなさん、これからの益々のご活躍を期待していま

す。６年間ありがとうございました。

青木 理 先生 再任用任期満了
短い期間でしたが、このたび、野幌中学校を離れるこ
とになりました。私は６歳から今日まで、この野幌の地
に本拠を置き、途中９年間の東京暮らしと留萌管内の中

学校に勤めていた１３年間、この地を離れていた時も、野幌の街が
年々大きく発展する姿を観てきました。そんな中、縁あって野幌中
学校に着任した時の喜びは大変大きなものでした。そして今、未来
を背負う野中生の皆さんに無限の可能性を感じています。もっと歳
をとったら、皆さんの誰かにお世話になるかもしれませんし、駅や
ショッピングセンターで立派に成長した姿をみることもあると思い
ます。その時、自分の人生が幸せだったと思えるような一生をおく
りたいなと思っています。短い期間でしたが充実した毎日を共にで
きて、喜びと感謝の気持でいっぱいです。ありがとう！

酒井 美佳 先生 期限付任期満了
野幌中学校で１年間の勤務をさせていただきました。
温かく見守ってくださりありがとうございました。１
年生は中学校生活の最初ということで自分自身関わる

のに大変な緊張もありましたが素直な１年生に支えられ、頑張るこ
とが出来ました。また子供たちと一緒に大変楽しく過ごすことが出
来ました。かわいさとパワフルをもった１年生！！！みんなの頑張
る姿に引っ張られて毎日一生懸命に自分自身も頑張ることができま
した。野幌中学校の子供たちは，笑顔がステキです！これからも元
気で過ごしてください。またどこかでお会いしましょう。


